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「糖質ゼロ社交」：若者の新しい付き合い方 

 

「糖質ゼロ社交」とは、社交において、今の若者が他の人と一定の距離を保ち、お互いに

自由な空間を与え、他人が提供してくれる情緒的価値に過度に依存せず人付き合いをするこ

とを意味します。 

「糖質ゼロ」という概念はもともと食べ物と飲み物の味から来ています。糖質には高カ

ロリーで依存しやすく、ある種の「粘着性」を伴う性質があり、社交における依存度を示

しています。現在、健康志向が高まるとともに、無糖食品の人気を後押しするだけでなく、

社交においても「糖分を減らす」ことが求められています。まるで「糖質ゼロ」の飲食品

のように、人間関係から「甘さ」や「カロリーの高い」要素を取り除いた新しい付き合い

方を表現しています。 

「糖質ゼロ社交」が注目される背景には，ますます多くの人が自分のニーズや趣味に合

わせて付き合いの対象を選ぶことができ、従来の人間関係のように「絆」や「メンツ」な

どに縛られたくないことや、コストパフォーマンス重視の生活を考えていること、SNSの普

及によりオンラインでのコミュニケーションが増え、プライベートの時間が貴重になり無

駄な社交に時間を割きたくないことなどがあります。特に人工知能（AI）技術を利用して

生成したコンテンツ（AIGC）が次々と飛躍的な発展を遂げることに伴い、AI対話、バーチ

ャル付き添いなどを実現でき、目新しいもの好きの若いユーザーは楽しみながら新たな社

交スタイルを試しています。 

「人生は短いものなので、より一層自分を愛する」と、多くの人がしがみつく言葉にな

っています。報道によると、「友人との付き合いで最も理想的な状態は何か」とのアンケ

ートに対しては、54％が「いつも連絡を取り合うが、自分だけの空間もある状態」と答え、

個人としての独立意識を強調する若者世代は、友情を育む時に距離感と自分だけの空間を

より重視することを表しています。 

 「糖質ゼロ社交」は、人間関係の「質」を重視する現代的なアプローチです。すべての

社交を否定するのではなく、自分にとって本当に価値あるつながりを見極める姿勢と言え

ます。一方、人間は社会的存在であり、誰も社会から孤立して存在することはできず、長

い人生を通じて「糖質ゼロ社交」を維持することはほとんど不可能であると指摘する社会

学者もいます。（キク） 

 

     教育旅行：「観光」から「学び」へ、 

深く融合する新しい教育モデル 

教育旅行（中国語では「研学旅行」）は、教育性、体験性、そして面白さを一体化した

旅行スタイルとして、かつての観光地巡りを中心としたあり方から、「万巻の書を読み、

万里の道を歩む」ことを重視することへ変遷しています。この進化は、その内容や形式の

豊かさだけでなく、教育理念の深化においても顕著です。 

早期の教育旅行コースは比較的単一的で、カリキュラムは従来の観光ルートに付随する

ものでした。参加者は主に小中学生で、教育旅行のプロセスは主に観光名所の見学が中心

であり、大学キャンパスの訪問が散見され、最後は横断幕を掲げて記念撮影をして終わる、

といったものでした。このようなモデルコースは「見学はするが学ばない」という結果を

招きがちでした。人々の教育観が進化するにつれて、教育旅行に対する認識も深化してい

ます。その中核は、単なる観光体験から、より深いレベルでの学習体験や個人の成長へと
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移行しています。 

このようなニーズの多様化に応じて、教育旅行は人気テーマも出てきました。学校が主

導する「自然風景」（例えば：植物園見学）、「伝統文化」（例えば、世界遺産見学）、

「科学技術」（例えば：科学技術館見学）、「レッド文化」（例えば：革命記念地見学）

といった人気テーマの一日間ツアー活動に加え、夏休み期間中の教育旅行は、活気あふれ

る発展の様相を呈しています。保護者たちは、子供の総合的な能力を高めるために、時間

と財力を惜しまず、子供たちに海外サマーキャンプに単独で参加させています。例えば、

アメリカの学術都市を巡る 14日間のコースなどに参加させるのです。さらには、保護者が

親子で海外の有名大学のキャンパスを訪問させるケースもあります。これらの活動は、知

識の学習を重視するだけでなく、実践的な体験や異国文化交流も強調しています。同様に、

国内でも、保護者たちは子供たちを連れて教育旅行に参加させることに熱心です。例えば、

博物館と大学キャンパスの訪問をテーマにした北京での一週間ツアーなどです。このよう

な大きな市場需要は、人気の教育旅行先における「チケット入手困難」という現象に直接

つながっています。例えば、夏休み期間中、国家博物館や故宮博物院のような国家級の博

物館のチケットは、発売してから数十秒で完売します。同様に、北京大学や清華大学のよ

うな国内トップクラスの高等教育機関の訪問予約も、オンライン予約時には「秒殺」され

るほどの人気ぶりがうかがえます。 

同時に、情報入手チャネルの多様化も、教育旅行に深く影響を与えています。インター

ネット情報が高度に発達した今日、保護者たちは単に旅行業者に頼るのではなく、抖音

（TikTok）や小紅書（RED）などのソーシャルメディアプラットフォームを通じて、教育旅

行の目的地情報、カリキュラム内容、そして他の家庭の経験談などを積極的に検索し、入

手しています。かつて、旅行業者が粗雑な教育旅行の行程で「教育旅行」という旗印を掲

げるだけで利益を得られた時代は終わりました。「断片的」でありながら情報量の膨大な

インターネットコンテンツは、多くの保護者たちが、より個性的で的を絞った教育旅行を

自己企画、自己手配することを可能にしています。(ハン) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑上記は、北京科学中心（北京市科学技術協会公益社会科学教育基地です）が微信（wechat）

公式アカウントで投稿した「8月の科学テーマキャンプ」の募集広告です。 

 

新潟空港から２時間半で行くことができる！海外都市！！ 

 

 大家好！（ダージャーハオ！皆様こんにちは！） 

 「北京の夏は気温が高い（３７、３８℃）けど、カラッとしているよ」「雨はほとんど

ないので傘は要らないよ」と聞いていたのですが、いやいやどうして、湿度は高いし雨も

降ります。以前から北京に住んでいる方にお聞きすると、今年は異常に蒸し暑いとのこと

です。 

 

 先日は、北京市で大雨が降りました。その雨による洪水などで犠牲になられた方々がい

ます。犠牲者の方々及びその御遺族に対して哀悼の意を表すとともに、被災された方々へ

報告 
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お見舞いを申し上げます。 

 

 新潟も酷暑と聞きます。こうした異常気象が、国や地域を問わず日常になっていくので

はと想像すると、自分のエネルギーや時間をその課題解決に全振りするべきではないかと

考えてしまいます。 

 

さて、今回、お届けしたい話題は、新潟市の友好都市である「ハルビン市」です。 

タイトルの「新潟空港から２時間半で行くことができる！海外都市！！」と聞いて、も

しかしたら韓国ソウルを思い浮かべた方がいるかもしれませんが、ハルビン市も至近です。 

 

ハルビン市は、黒龍江省の省都であり中国東北北部の政治と経済の中心地。北京や上海

という都市と比べたら都市名の露出は少ないかもしれませんが、人口は約 933 万人(2024

年末同市ホームページ)、面積は約 53,000 ㎢というスケールの大きな都市です。（ちなみ

に新潟市は人口約 76万人、面積約 726㎢です。） 

 

地理的にも歴史的にもロシアに近かったことから、市中心部にはロシア風の建築が立ち

並び、独特の雰囲気を醸し出しています。そして、「東洋の小パリ」の異名を持ちます。

冬に開催されている「氷雪大世界」は、「日本の札幌雪祭り」「カナダのケベックのウィ

ンターカーニバル」「ノルウェーのオスロスキー祭り」とともに世界四大冬祭りに挙げら

れています。 

 

確かに、氷雪祭が有名ですが、最近は「避暑地」 

としても人気があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これだけ日常が暑いと、避暑できるだけでも大きな価値ですが、夏に楽しむことができ

る魅力を三つに絞ってお伝えします。 

 

① ハルビン氷雪大世界夢幻氷雪館 

先程、世界四大氷雪祭の「氷雪大世界」を開催していますが、実は昨年、一年中氷の

世界を体験できる屋内施設を作っちゃいました。 

 

北京市で配られている「日本語フリーペーパー」

でも避暑地として掲載されている 

ハルビン市の方にお聞きすると「今年はハルビンも 

暑い」とのことですが、それでも涼しい 
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 その名も「ハルビン氷雪大世界夢幻氷雪館」！ 

 

 延床面積は 23,800㎡（サッカーコート約３面分）、世界最大の屋内型氷雪テーマパー

クとしてギネス世界記録に認定されました。やっぱり、スケールが大きいです。館内温

度は零下 8～零下 12度に保たれています。 

 外が暑いなと思っても「ハルビン氷雪大世界夢幻氷雪館」なら一瞬で夏から冬へワー

プできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人も楽しい氷の滑り台 

ダイナミックな氷アート 
繊細な氷アート 
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② 第 23回ハルビン国際ビールフェスティバル 

「ハルビン氷雪大世界夢幻氷雪館」と同じ敷地内で開催されているいわゆるビール祭

りです。 

「世界に乾杯、美しいハルビンへ」をテーマに、40 万㎡の会場で、様々なビール、華

やかなパフォーマンスなどが披露されています。上質なビールと喜びが集う場所である

だけでなく、ハルビンの都市としての活力を体現する活気ある媒体でもあり、ハルビン

のオープンで温かいおもてなしの心が体現されています。 

今年は、7月 5日の開幕でしたが、8月 3日午後 9時 30分までの 30日間の開催で、100

万人を超える来場者数（延べ 101万 4千人）を記録したとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（写真は、公式ホームページから借用） 

 

③ 中央大街と中華バロック建築 

 先程、「東洋の小パリ」と紹介しましたが、本当に街並みは素敵です。 

 中央大街と呼ばれる通りは、全長約 1.5km で歩行者天国となっています。足元は全て

石畳。その石を「パン石」と言い、高さ（地面に埋まっている深さ）は 30cm、通り全体

で約 80万個が敷き詰められて、「それ風に作った」雰囲気と完全に違います。 

  また、中華バロック建築が集まったエリアも異国情緒満載です。中華バロック建築と

は、外側はバロック建築、内側の作りが中国らしく中庭のようにロの字、合わせて「中

華バロック建築」です。 
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  素晴らしいと思ったのは、ただ見学する建物では無く、民間が商業施設として活用し

ていることです。マクドナルドは、人気の撮影スポットにもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうしたハルビン市に、８月２９日までは月曜日と金曜日の週２往復、新潟空港から直

行便が出ています。時差１時間ですので時差ボケの心配もありません。もし長い休暇が取

れないなら、金曜日出発で月曜日帰国なんていかがでしょうか。（生浦） 

 

（ハルビン線時刻表） 

https://www.niigata-airport.gr.jp/flight/timetable/?aid=11 

 

 

中国レポート No.109 2025年 7月 

 

 今年の北京の夏は特に暑い。温暖化なのか、夏は３５度―３８度が常態になってしまっ

た。時には４０度になる事もある。友人の話では、今年は６０年周期で回って来る「特別

な暑さ」の年に当たると言う。南方の都市では豪雨と大型洪水が増えている。北京でも最

近山間部で豪雨による洪水が発生した。政府は猛暑対策を呼びかけているが、唯一の方法

は不要不急の外出を控える事だ。人々が外出を控えると消費が落ちるので、痛し痒しであ

る。多くの人は、必需品は通販に頼る。炎天下、街はあまり人通りがない。目立つのは宅

配便の電動バイクで縦横無尽に走り回っている。この宅配便配達者、就職できない大卒者

西園寺 一晃先生の 

https://www.niigata-airport.gr.jp/flight/timetable/?aid=11
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が多いと聞いた。宅配便のバイトをしながら就職活動をする。猛暑だが、大卒の若者にと

っては就職厳冬期なのである。 

この若年層（１６歳―２４歳）の失業率は経済回復の厄介なブレーキになっているので、

政府は必死にさまざまな対策を講じているが、不動産市場をはじめとする経済が上向かな

ければどうしようもない。少し詳しく述べると、米中経済摩擦とコロナ期の「ゼロコロナ」

政策などで、中国の経済は不動産を中心に大きく落ち込んだ。割を食ったのが大卒者で、

毎年大卒者１１００万人―１２００万人が就職厳冬期の中に放り出された。直近の数字は

２０２４年の大卒者数が１１７９万人、２０２５年は１２２２万人だ。２０２１年―２０

２４年の若年層平均失業率は１６．５３％だった。それに比べると、今年に入りやや改善

の兆しがあるとは言え、最近の若年層失業率は４月１５．８％、５月１４．９％、６月１

４．５％だった。全体の失業率が４月５．１％、５月５．０％、６月５．０％なので、若

年層の失業者がいかに多いかが分かる。 

 さて、北京は政治の季節に入った。今年は３月に全国人民代表大会（全人代）が開かれ、

昨年の経済運営の総括が行われ、今年の経済数値目標が決定された。これから中国では重

要な会議が少なくとも２つ行われる。 

 １つは例年８月初めに開かれる「北戴河会議」だ。北戴河は渤海に面したリゾート地で、

夏になると多くの人がバカンスに訪れる。その一角に頑丈な、高い塀に囲まれた高級幹部

用のリゾート施設があり、夏になると多くの党、政府、軍の高級幹部がやってきて夏休み

を過ごす。高級幹部たちは休養にやって来るのだが、休養とは別に「特殊な任務」がある。

それは非公式な意見交換、根回しだ。特に現役の高級幹部は、この北戴河で長老や軍幹部

たちと接触し、彼らの意見を聞き、政策決定のための根回しを行う。中国では、かつて党

や政府、軍の要職を務めた長老は引退しても大きな影響力を持っている。彼らの理解を得

られなければなかなか事はスムーズに運ばないのだ。これらはあくまで非公式なものなの

で、内容が発表されることはない。 

 もう 1 つは、１０月に開催予定の共産党２０期第４回中央委員会総会（４中全会）であ

る。ここでは差し迫った幾つかの問題が討議されるだろう。中国は目下内憂外患の状況に

ある。ＧＤＰの約３割を占める不動産及び関連市場の低迷、高い若年失業率、地方政府の

債務問題、なかなか上がらない内需。対外的には米中経済摩擦、不安定な世界安保情勢な

どであり、中国にとってどれもが早急に対応しなければならない差し迫った問題である。

もちろん対外関係の中には対日関係をどうするかという問題が含まれるのは言うまでもな

い。特に今年は戦後８０周年の年に当たる。中国にとっては「抗日戦争勝利８０周年」で

ある。厳しい米中対立の中で、中国にとって日本との関係の重要性は増している。中国に

とって安定した対日関係は不可欠だ。日本問題を研究している友人たちは悩んでいる。そ

れは今後の対日関係をどう構築するかという以前に、今の日本をどう見るかという問題が

あるからだ。日本研究者は、日本人の多くは日中関係の重要性を認識していると言う。そ

の一方で、ここ数年極端な反中、排外主義的な勢力の台頭が目立つ。この現象をどう認識

すれば良いのかで悩んでいるのだ。 

これら当面の差し迫った重要問題とは別に、中国の根幹にかかわる問題が存在する。そ

れは「社会主義とは何か」という問題である。 
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 毛沢東、周恩来が亡くなったのは１９７６年であり、同じ年には「４人組」事件が起き

た。ポスト毛沢東として華国鋒が登場したが、１９７８年には復活した鄧小平との間で「路

線闘争」が起き、鄧小平が勝利した。鄧小平は毛沢東批判を封印し、毛沢東思想を掲げな

がら、実際には「脱毛沢東」化を進め、「改革開放」を推し進め、市場経済を導入した。

この過程で鄧小平は毛沢東の「社会主義社会における階級、階級闘争」、「継続革命」の

理論を破棄、それに取って代わったのは「白猫黒猫」論であった。白い猫であろうが、黒

い猫であろうがネズミを捕る猫は良い猫だ、つまり資本主義であろうが社会主義であろう

が、経済を発展させ、人々を豊かにするやり方は良いという意味である。「社会主義市場

経済」の登場である。その結果人々の「欲望」が解放され、強大な生産力として開花した。

副産物として環境破壊、格差、腐敗などの問題が生まれたが、国民の生活は急速に向上し

た。 

 「社会主義市場経済」とは何であろうか。いわば上部構造は共産党絶対指導の社会主義、

下部構造は自由競争を基盤とする資本主義だ。本来交じり合う事のない社会主義と資本主

義を交じり合わせたものである。経済レベルが非常に低い段階では、これが功を奏した。

改革開放から４６年、多くの人々は豊かになったが、「小康社会」（国民生活に少し余裕

が生まれた状態の社会）になった今、中国社会を形成する社会主義要素と資本主義要素の

矛盾が噴き出し始めた。 

 第１に、「社会主義とは何か」という根本的な問題が非常に曖昧になっている事だ。改

革開放で人々の生活は確かに豊かになったが、その間「哲学と理論の貧困」状態が生まれ

た。毛沢東時代は、何をするにもマルクス主義、毛沢東思想に基づいて行った。「哲学・

理論」が非常に重要視された。ところが鄧小平の改革開放の時期に入ると、「思想を解放

せよ」のスローガンの下、「何でも有り」となり、むしろ哲学、理論は手かせ、足かせと

なった。とにかく何でもやってみる、思想を解放し、理論やイデオロギーにとらわれずチ

ャレンジしてみるという「実践」が重視された。その結果哲学や理論が軽視され、哲学・

理論の貧困状態が生まれた。今の中国では社会主義の旗は掲げ、スローガンとしてはマル

クス主義、毛沢東思想を掲げながら、「社会主義とは何か」の問いに理路整然と答えられ

る学者はいない。社会主義を掲げる以上、社会主義とは何か、現代にマッチした「中国の

特色ある社会主義」について、理論構築をすべきだという議論が出だしたのは当然と言え

る。 

 第２に、「共産党とは何か」という根本的な問題が曖昧になっている事だ。マルクスに

始まりレーニン、スターリン、毛沢東と続いた「マルクス主義」によれば、共産党は階級

政党、つまり労働者階級（プロレタリアート）の利益を代表する政党である。労働者階級

が農民階級と同盟を結び（労農同盟）革命を行い、政権を奪取した後は社会主義建設を行

う。これらを指導するのが労働者階級の先鋭部隊である共産党なのだ。「国家」も階級の

概念であり、社会主義国は「労働者と農民を主体とする国」なのである。この過程でこれ

までのマルクス主義は、社会主義は資本主義社会（中国の場合は封建主義）から共産主義

に移行する「過渡期社会」であり、この過渡期においては「資本主義が勝つか、社会主義

が勝つか」は、最終的には決着がついていないという解釈だ。従って社会主義社会には階

級と階級闘争が存在し、それが時には激しくなる。この闘いを行い、社会主義の勝利を勝
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ち取るために、権力を握った共産党は「プロレタリア独裁」を行う。「独裁」を行うのは

労働者階級、農民階級を主体とした側であり、「独裁」の対象は資産階級（ブルジョア階

級）であるというのがこれまでのマルクス主義理論だ。 

 この階級政党論、国家論を修正したのは１９６０年代、ポストスターリンで権力を握っ

たソ連のフルシチョフであった。フルシチョフは「スターリン批判」を行い、経済面では

市場経済を導入し、政治面では階級論としての共産党、国家の性格を修正した。共産党は

労働者階級の政党ではなく、ソ連の国民の利益を代表する「全民の党」（国民政党）であ

り、ソ連は「全民の国家」（全国民の国家）であると宣言した。当時このフルシチョフ論

に「これはマルクス主義を根底から修正するものだ」と、猛然と批判を浴びせたのは中国

共産党であった。これが当時の「中ソ論争」である。 

 １９７０年代末の鄧小平は１９６０年代のフルシチョフに似ている。違うのは、フルシ

チョフがスターリンを批判した上で、政治、経済面でさまざまな修正を加えたのに対し、

鄧小平は「毛沢東批判」を封印し、「毛沢東思想」を掲げながら「脱毛沢東化」を図った

事である。改革開放をスタートさせるに当たり、鄧小平は２つの評価に関する議論を封印

した。１つは毛沢東の徹底した評価、もう１つは中ソ論争の評価である。 

 では現在の中国共産党とはいったい何であろう。毛沢東の言う「中国の労働者階級の利

益を代表する」階級政党なのか、それとも「中国の全国民を代表する」国民政党なのか。

この点について、江沢民時代（１９９３年―２００４年）に大きな変化があった。２００

２年の第１６回党大会で、江沢民総書記は「３つの代表」論を提起し、それを党規約に書

き入れた。「３つの代表」論とは、中国共産党は先進的生産力を代表し、先進的文化を代

表し、広範な人民の利益を代表する政党であるというもの。問題は３つ目の「代表」で、

中国共産党が代表するのは「労働者階級」の利益ではなく、「広範な人民」の利益である

と述べた事だ。実は、これは微妙な言い方である。中国では「公民（国民）」と「人民」

の意味は違う。全て中国国籍を有した者は「公民（国民）」であるが、「人民」の中には、

共産党に反対し、社会主義を破壊しようとする「敵対者」は含まれない。では旧来のマル

クス主義が言うところの「プロレタリア独裁」の対象である「資産階級」（ブルジョア階

級）はどうなのか。江沢民が提起し、党規約にも書かれている「３つの代表」論によると、

共産党を支持し、社会主義を擁護すれば、会社経営者や株主、投資家などの「資本家・資

産階級」は「人民」の範疇に含まれ、共産党への入党も許される。つまり江沢民の「３つ

の代表」論は、事実上中国共産党を「階級政党」から「人民政党」へ転換させたのである。

だから鄧小平以降の党指導部の見解は、中国社会には「階級・階級闘争」は存在しないと

いうものだ。ただ、この事を公式な文章では言及していない。では「プロレタリア独裁」

はどうなのかと言えば、やはり曖昧なままで、明確にはしていない。論理的に考えれば、

共産党がプロレタリア階級の党ではなく「人民の党」になり、中国が「労働者、農民の国」

ではなく「人民の国」になり、中国社会に「階級闘争」が存在しなければ、プロレタリア

独裁は必要ないという事になる。 

 第３は「毛沢東思想」の内容と理解が曖昧になっている事だ。「理論」と「思想」の違

いは、「思想」には哲学が含まれているという事だろう。中国の指導者の名を冠した「思

想」は、これまで毛沢東だけだった。毛沢東は中国革命、抗日戦争、解放戦争を指導し、
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新中国建国の偉業を成し遂げた。この過程で、毛沢東は独自の思想を編み出し、それは「マ

ルクス主義を中国の実情に合せて中国化した」と言われている。中国では、このことを否

定する人は誰もいない。しかし、建国以降の「毛沢東思想」についてはいろいろと議論が

ある。だから鄧小平は「毛沢東の評価については功績７分、誤り 3 分」と大雑把な評価に

留め、毛沢東及び毛沢東思想の徹底した評価を避けたのである。この議論をやりだしたら

党内が分裂する恐れがあるからだ。 

 鄧小平の改革開放路線が深化し、中国社会が大きな変化を遂げた今、毛沢東思想と現実

の間に大きな乖離が生まれてきた。例えば毛沢東的社会主義の根幹である「平等」という

概念だ。毛沢東的に言えば、「貧しければみな貧しく、みなで一緒に豊かになる」という

「共同富裕」の考え方だ。ところが鄧小平は、この共同富裕は最終的な目的だが、経済が

立ち遅れた段階では、そんなことを言っていたら、経済は一向に発展しないと考えた。毛

沢東時代には否定された「競争の論理」を取り入れ、中国経済を市場経済化した。そして

「先富論」（条件のある者、能力のある者は先に豊かになれ）を提唱した。「共同富裕」

の概念と基準は曖昧だ。市場経済とは自由競争を根底に置いた経済である。競争をやれば

勝つ者があり、負ける者がある。必然的に格差が生まれる。このような市場経済の下で、

「共同富裕」は可能なのだろうか。また起業した成功者はさらに経営を拡大し、多くの労

働者を雇用し、ますます会社を大きくする。旧来のマルクス主義に照らせば、経営者（資

本家）が労働者を雇用し、生産する過程で「搾取」が生まれる。民営企業の成功した経営

者（資本家）は、労働者を搾取する事により莫大な富を手に入れる。社会の底辺で、低賃

金で働く労働者、農民とこれら成功した民営企業の経営者は、どうやって共同富裕になる

のかという疑問が当然生まれる。それに「人民の国」である社会主義国の主体を成す労働

者、農民が最も貧しく、経営者（資本家）が最も豊かであるというのはどういうことなの

かという疑問が生まれるのは当然だ。 

 第 4 は、市場経済導入は限定的段階においてなのか、それとも半永久的なものなのとい

う問題だ。社会主義の政治制度（共産党の絶対指導）と資本主義的経済（市場経済）の結

合は、経済が非常に低い段階では大いに威力を発揮した。これはかつてシンガポール、香

港、韓国、台湾（４匹の「スモールドラゴン」と言われた）などの国と地域で成功した一

種の「開発独裁」である。当時台湾は国民党一党独裁で、戒厳令下にあった。韓国は軍事

独裁であった。ある人たちは、一定期間における市場経済の導入は肯定するが、これが半

永久的に続けば「中国は資本主義国になってしまう」と危惧する。その一方で、多くの人

は必ずしも二択ではない。社会主義であれ、資本主義であれ、経済を発展させ、人々を豊

かに出来るなら良いではないかと言う。つまり市場経済の導入は、一時的な「戦術的導入」

なのか、長期的（半永久的）な「戦略的導入」なのかで意見が分かれ、混乱が生じている。

もし一時的導入ならいつまでなのか、もし半永久的導入なら、必然的に生じる格差問題を

どう解決し、社会主義の理念である「平等」をどう実現するのかなどの問題がある。 

 第５は、政治改革についてである。冷戦構造が崩壊する過程で、社会主義陣営から重要

な人物が２人現れた。１人はソ連のゴルバチョフ、もう１人は中国の鄧小平だ。２人には

共通点があるが、相違点もある。共通点は、思い切った改革を行わなければ社会主義には

前途がないと危機感を抱いた事である。相違点は改革の方法と順序で、ゴルバチョフは「ペ
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レストロイカ（再構築）」を掲げ、政治改革から着手した。言論の自由、結社の自由、自

由選挙などを行ったが、経済が破綻し改革は失敗、ソ連は解体した。一方の鄧小平は「改

革開放」を掲げ、政治改革は棚上げし、全力を集中し経済改革に取り組んだ。その結果中

国経済は大成長を遂げ、２０１０年にはＧＤＰで日本を抜き、世界第２の経済大国となっ

た。 

 鄧小平は改革開放をスタートさせる時、全力を集中して経済改革を進めるため政治改革

は棚上げし、後回しにした。しかし政治改革はやらないと言ったわけではない。政治改革

は宿題として残っているわけで、いつかは着手しなければならないのである。経済レベル

が低い段階では、国民にとって確実に収入が増え、少しずつでも生活が向上すれば、民主

や人権が制限されても我慢できる。どの国でも貧しい時代は先ずは腹いっぱい食べる事で

あり、民主や人権が要求の上位に上がる事はない。しかし中国はすでに「小康社会」（少

しゆとりのある社会）に入った。

中産階級は確実に増加している。

最も重要な欲求は腹いっぱい食べ

る事ではなくなった。次に国民が

要求するのは自由で民主的な社会

だろう。中国指導部は具体的に「中

国の特色ある社会主義」とはどう

いうものなのか、「中国式民主」、

「中国的法治」とはどういうもの

なのか、そしてそれらを実現する

ために、中国は今後どのような政

治改革を行ってゆくのか、国民が

納得するように説明、実行しなけ

ればならない。 

 以上、難解な事を述べてきたが、中国はそろそろこのような問題が議論されるようにな

るであろうし、実際一部では深刻な問題として議論し始めている。これらの問題が表面化

する事自身、中国が確実に発展した証拠である。１０月に開かれる４中全会で、これらの

問題が議論されるかどうかは分からない。しかし、今後中国がさらに発展し、中国の人た

ちが経済生活だけではなく精神生活を豊かにし、国際社会で親しまれ、尊敬される国にな

るためにも、これらの問題を避けて通る事は出来ない。（止） 

西園寺一晃 ２０２５年７月３０日 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が中国国内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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